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１.性能発注内容 （１）性能発注方式について

＜処理水量や調整槽容量の指定＞

〇発注者が契約前に実現しようとする施設の性能と、場合によっては価格を提示し、
建設工事を請け負おうとする者が提示された性能を満たす設計を提案し、
性能の良否と価格を総合的に評価することによって請負人を決定する発注方式

「廃棄物最終処分場整備の計画・設計・管理要領 2010改訂版（公益社団法人 全国都市清掃会議）p.127」

〇埋立地造成工事で採用される図面発注方式では、
「プラント工事において採用する場合は、図面等の表記の方法によっては機種を
単一の請負者に指定してしまうおそれ」があることも指摘されている。

2＜設置エリアの指定＞

発注項目 内　　　容

令和12年３月迄

（先行開業は令和９年３月とすること）

処理能力 400m³/日

第1調整槽：10,000m³

第2調整槽：18,000m³

合計：28,000m³

（先行開業時に10,000m³用意するこ と ）

工　期

調整槽容量

処理水質
pH、BOD、COD、SS等の排水基準を満
たせる水処理施設を設計すること



R6年度
(2024年度)

R7年度
(2025年度)

R8年度
(2026年度)

R9年度
(2027年度)

浸出水処理施設
(地階＋地上２階建て)

第１浸出水調整槽
(10,000 m3)

第２浸出水調整槽
(18,000 m3)

１.性能発注内容 （２）工事工程

3
浸出水処理施設・第１調整槽

完成

第２調整槽周辺の擁壁
構造の変更

＜第１回WG(R6.10)＞

試運転

水張試験
プラント
機器
の設置

水槽築造工事

実施設計

防食塗装

ブロワー
散気装置等

造成工事

実施設計

仮設事務所等を設置

造成工事

第３回施工管理WG
（R7.12現時点）

第２回施工管理WG
（R7.3）

廃棄物に触れた雨水
（浸出水）を浄化し
公共下水道へ放流

降雨により発生した
浸出水を一時的に貯留

水張試験 防食塗装水槽築造工事

プラント機器の設置

試運転

実施設計

地階

建屋建設

地上階

炭酸ソーダ
高度処理設備

その他機器
配管、電気計装等

造成工事



防災調整池
ゴミに触れない雨水は、放流量を調整して
防災調整池から鮎川へ放流します。

管理棟・展開検査場
廃棄物を埋立前に確認し、適切に廃棄物の受入検査を行います。

廃棄物の埋立地
容量は約240万m3とし、埋立期間は約20～23年間を予定しています。

１.性能発注内容 （３）浸出水処理施設の配置

処理した浸出水は
日立市公共下水道へ放流

（現在接続工事中）

第１浸出水調整槽
（10,000m3）

浸出水処理施設

新設道路
（県工事）

県道日立常陸太田線

第２浸出水調整槽
（18,000m3）

浸出水処理施設周りの拡大図
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エコみらいひたち完成イメージ図
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２. 浸出水処理施設の設計概要 （１）浸出水の流れ

6

日立市
公共下水道

（接続工事中）

③浸出水調整槽
浸出水を貯留し

処理施設へ送水します。

※赤色エリアは、浸出水処理施設と
第１調整槽完成後に施工予定

④浸出水処理施設
浸出水を適切に処理し、

放流基準以下まで
浄化します。

①浸出水集水ピット
埋立地の集排水管から

浸出水を集水し、
調整槽へ送水します。

浸出水
（廃棄物に触れた雨水）

浸出水処理水

出口

入口

埋立地

⑤下水道取合点
日立市公共下水道へ放流します。

S

②サンプリングポンプ
サンプリングポンプに
より、浸出水流入水の
サンプリングが可能。



管理・見学エリア水処理エリア汚泥処理エリア

２. 浸出水処理施設の設計概要 （２）浸出水処理施設の外観

浸出水処理施設 南面

東西

汚泥搬出車両
出入口

水処理の過程で発生した汚泥
（主にカルシウム汚泥）を
脱水処理し埋立地へ搬出する

浸出水の水処理を行い
日立市公共下水道へ
安全に放流する

施設全体の監視を行い
処理施設の見学ができる

7

見学者出入口

東 面



２. 浸出水処理施設の設計概要 （３）設備配置

２
Ｆ

１
Ｆ

Ｂ
Ｆ

見学者

8水槽設置エリア

遮水シート漏水検知システム

脱水機
(１号機)

脱水機
(２号機)

中央操作室

埋立地へ
汚泥搬出

見学窓

浸出水入口

処理水出口

S

ポンプ室

電気室
非常用

発電機室

水質試験室

説明パネル

汚泥貯留エリア

④砂ろ過、活性炭

②接触
ばっ気槽

①第１凝集
沈殿槽

(ｶﾙｼｳﾑ汚泥)

③第２凝集
沈殿槽

(生物汚泥)
⑤放流槽

放流水
サンプリング

屋内制御システム

見学者用エリア（参考）
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３. 技術提案内容 （１）技術提案内容の整理

10

項目
技術審査時

の採否

A.
水質・水量変動にフレキシブルに対応する処理方
式

採用

B. プラント設備自動化による負荷変動対策 採用

C.
浸出水の特性を熟知した設備計画、高効率機器の
採用によるCO2削減

採用

D.
長期に渡り安全かつ保守管理性に配慮した設備計
画

採用

E.
施工基盤調整による合理化、基礎構造の
信頼性向上

実施設計で
協議・採用

F. 安全に先行開業可能な浸出水処理施設配置計画
実施設計で
協議・採用

②緊急時の運転 G. 非常時を想定した対応と二次災害の防止 採用

③施設の長寿命化 H. 長寿命化への施策 採用

着眼点

①品質確保、
　品質向上



3. 技術提案内容 （２）浸出水処理方式
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最大



3. 技術提案内容 （３）技術提案内容の設計への反映状況
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項目
Ａ．水質・水量変動にフ
レキシブルに対応する処
理方式

Ｂ．プラント設備自動化
による負荷変動対策

Ｃ．浸出水の特性を熟知
した設備計画、高効率機
器の採用によるCO2削減

Ｄ．長期に渡り安全かつ
保守管理性に配慮した設
備計画

１．流入調整設備 ○ ○ ○

２．カルシウム除去設備 ○ ○ ○

３．生物処理設備 ○ ○ ○

４．凝集沈殿設備 ○ ○

５．砂ろ過処理設 ○ ○

６．活性炭吸着設備 ○ ○

７．処理水放流設備 ○ ○

８．汚泥処理設備 ○ ○ ○

主な対策

・バイパス運転対応

・PID制御

・負荷変動に強い装置採用

・水位制御運転の実施

・ｶﾙｼｳﾑ除去のPID制御

・ひも状ろ材の採用

・脱水機の回転数制御

・ターボブロワの採用

・カルシウム汚泥対応遠心

　脱水機の採用

・塩化物イオン対策機器

　設備の使用

・接液部分のｺﾞﾑﾗｲﾆﾝｸﾞ

・ポリエチレン配管の採用
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３. 技術提案内容 （４）Ａ.水質・水量変動に対応する処理方式

図 エコフロンティアかさまでの浸出水流入水質の推移

浸 出 水

カルシウム除去設備

生 物 処 理 設 備

凝集沈殿処理設備

中 和 処 理

砂ろ過・活性炭吸着

下水道放流

＜最初期＞
カルシウム除
去と生物処理
をバイパス

＜初期＞
生物処理設備
をバイパス

水質に応じて
バイパス

(a) 流入水のカルシウム濃度

数か月程度
低い数値で推移

東日本大震災
(H23.3.11)

Ca 100mg/L
排水基準

現在
(R7.7)

開業
(H17.8)

(b) 流入水のBOD、COD濃度

１年程度
低い数値で推移

東日本大震災
(H23.3.11)

現在
(R7.7)

開業
(H17.8)

BOD 100mg/L

COD 80mg/L

排水基準

初期については、流入水の分析結果に
応じたバイパス運転により、運転コス
トの縮減や省エネ・CO2削減につながる。
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3. 技術提案内容 （５）Ｂ.プラント設備自動化による負荷変動対策

独自のPID制御によるカルシウム処理フロー PID制御の概念図

測定値(PV)

設定値(SV)
偏差(DV)…SVとPVの差

制
御
対
象
の
値

時間

PVがSVに近づく
よう機器出力を制御

（PID制御）

・特にカルシウム処理について、混和槽のpHを自動測定し設定最適pH値を保持するために、
炭酸ソーダポンプの比例制御・補正演算・保持動作をリアルタイムに行い、
炭酸ソーダの注入を制御する方式としています。

・炭酸ソーダの注入量が常に適正に制御されるため、水量・水質変動へ自動対応可能です。

注入炭酸ソーダ量 ＝ (最適pH値(SV) - 混和槽pH(PV)) × 比例制御 × 補正演算



３. 技術提案内容 （６）Ｃ.高効率機器採用によるCO₂削減
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ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送

自然流下

東 側 面

調整槽容量 10,000 m3

完成時期
令和８年度末
（先行開業に合わせて）

調整槽の
機能

・大雨時の浸出水の一時貯留
・貯留による浸出水水質の均一化
・ブロワーによる浸出水腐敗防止

表 第１浸出水調整槽の機能

調整槽攪拌装置(ターボブロワ)

大風量の送気に適しており通常使用する
ﾙｰﾂﾌﾞﾛﾜｰより省エネ及びCO2排出削減効果あり



３. 技術提案内容 （７）Ｄ.保守管理に配慮した設計（圧送配管）
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貯留
堰堤

圧送配管（φ300）

P

自然流下
(φ800)

点検用
マンホールA

点検用
マンホールC

①水道用等の圧力配管として多数実績がある

③柔軟性があり大規模地震においても
ほとんど被害が確認されていない

②パイプが一体化する融着方法により
接合部の信頼性が高く漏洩リスクが低い

圧力用高密度ポリエチレン管(φ300)

管内検査カメラ 圧送管内の調査方法
カルシウム汚泥による

閉塞トラブル

埋設深さを浅くして
異常時の対応を容易に

浸出水
集水ピット

第１調整槽

マンホールから管内点検

点検用
マンホールB



推定地質断面図（測線No.3）

推定地質断面図（測線No.4）

DL=110

３. 技術提案内容 （８）Ｅ.浸出水処理施設・調整槽の地盤の確認

推定地質断面図（測線No.1）
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浸出水処理施設

第２調整槽

第２調整槽

第１調整槽

第１調整槽

第１調整槽

116

125 128

116

125

116

125

147.5

135（GL）

125

135（GL）

135（GL）

125

R5-No.4

R6-No.1

R6-No.2

R5-No.5

R6-No.3

R5-No.8

R5-No.7

R5-No.6

R4-B-2

測線No.4

測線No.1

測線No.3

①

②

③

②
①

岩着

岩着

岩着

R7-No.1

R7-No.5

R7-No.3
R7-No.4

R7-No.2

平板載荷試験位置ボーリング調査位置、

表 各施設設置地点での平板載荷試験の結果

平板載荷箇所 底部地質
極限支持力

(長期許容応力度)
長期

建造物荷重

浸出水処理施設-① 粘板岩
>1500kN/㎡
（500kN/㎡）

235.6kN/㎡
(ベタ基礎部)
374.0kN/㎡
(独立基礎部)-② 粘板岩

>1500kN/㎡
（500kN/㎡）

第１調整槽 -① 粘板岩
>1500kN/㎡
（500kN/㎡）

185.5kN/㎡-② 粘板岩
>1500kN/㎡
（500kN/㎡）

-③
粘板岩

(強風化岩)
>1500kN/㎡
（500kN/㎡）



3. 技術提案内容 （９）Ｅ.第2浸出水調整槽の地盤の確認

R6-No.1

R6-No.2

R5-No.5

R6-No.3

ボーリング調査位置

測線a

R7-No.1

R7-No.5

R7-No.3

R7-No.4

R7-No.2

地盤改良範囲平面図

第２浸出水調整槽の設計にあたり、支持
地盤を詳細に調査するため合計8本の自主
ボーリング調査を行いました。
地質調査及び埋土状況を確認したところ、
想定以上に転石や径が大きい礫が点在し
ていたため、 硬質地盤対応の機械攪拌式
深層混合処理工法では施工が困難であっ
た。
採石場跡地という特殊な地盤であること
を鑑みて、転石や礫に対して削岩能力が
高いオールケーシング回転掘削工法を採
用することで、確実に礫や転石を撤去し、
コンクリートにて置換を行う工法を採用
した。

令和7年度 自主ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

令和6年度 自主ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

令和5年度 発注時ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査
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ボーリング調査位置

a

b

c

ケーシング回転掘削コンクリート置換工の採用理由

岩着
（石灰岩）

ラップルコンクリート

掘削ズリや転石の粒径が大きく、硬質地盤対応の
深層混合改良では施工が困難と考えられたため。

R6-No.2 R7-No.1

R7-No.3R7-No.5

R6-No.3 R5-No.5

R6-No.1 R7-No.2R7-No.4 R4-B-2

ケーシング回転掘削コンクリート置換工

推定地質断面（断面a）

Co置換工の天端

推定地質断面図（断面a）

Ls

推定地質断面図（断面b）

推定地質断面図（断面c）

Co
置換

Co
置換



３. 技術提案内容 （10）Ｆ.安全に先行開業可能な配置と仮設
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先行開業時の予想図

第２浸出水
調整槽

(工事中)

浸出水
処理施設

補強土壁工断面図

補強土
壁構造

北南

先行開業時点の地盤面

北

南

約10m

約5.5m



３. 技術提案内容 （11）G.非常時を想定した対応（設備）

20図 災害時に対応する設備の設置場所

第１調整槽

第２調整槽

貯留堰堤

日
立
市
公
共
下
水
道
へ

自然流下配管

自然流下配管

ポンプ圧送配管

自然流下配管

全体開業時
必要容量

約18,000 m3

先行開業時
必要容量

約10,000 m3

①非常通報装置

P

P

P

②非常用発電機

③緊急遮断弁

埋立廃棄物

浸出水の流れ

区
画
堤

浸出水
集排水管

遮水構造

浸出水集排水管
（廃棄物に触れた雨水が通過する）

放流水排水管
参考図



３. 技術提案内容 （12）Ｇ.非常時を想定した対応（対応フロー）
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①非常通報装置の発報
事業団、維持管理委託先へ通報

施設等に問題ない

現場点検

停電 地震

②非常用発電機稼働

感震器

①非常通報装置の発報
事業団、維持管理委託先へ通報

150Gal以下

③緊急遮断弁の閉止
施設の健全性が確認できるまで

浸出水の流入を遮断

施設等に
問題ない場合

施設等に
問題ない場合

初期点検

③緊急遮断弁の閉止
施設の健全性が確認できるまで

浸出水の流入を遮断

感震器

①非常通報装置の発報
事業団、維持管理委託先へ通報

150Gal以上
(震度５強相当)

停電・地震複合災害

②非常用発電機稼働

現場点検

初期点検

150Gal以上
(震度５強相当)

150Gal以下

②非常用発電機による運転復帰

・最低限の水処理が可能となる
機器を対象とし非常用発電で運転

・外部PCから遠隔で最低限の維持管理

施設等に問題ない

運転停止運転停止運転停止

③緊急遮断弁の閉止
施設の健全性が確認できるまで

浸出水の流入を遮断

商用電源
による
運転復帰

②非常用発電機による
運転復帰

・最低限の水処理運転

停電が１日以上

施設等に問題ない

短時間で
電源復旧 現場点検

商用電源による運転復帰



チタン製水中ポンプ
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3. 技術提案内容 （13）H.長寿命化への施策（水中ポンプ）

耐海水仕様水中ポンプ

耐海水仕様 標準仕様
インペラ 耐海水特殊鋳鉄 FC200

モータシャフト SUS420J2 SUS420J2
ケーシング FC200 FC200

SUS316 SUS304

ジンクリッチプライマ+
変成エポキシ塗料厚塗3回

変成エポキシ塗料2回

○ ×
○ ×

材質

ポンプ昇降チェーン

塗装

すきま腐食防止剤
電気防食（流動陽極）

※3.7kW以上の浸出水取水ポンプ、第２調整槽移送ポンプに採用

チタン仕様 鋳鉄仕様
インペラ 強化樹脂 FC200
シャフト チタン SUS420J2
ケーシング 強化樹脂 FC200
重量 26kg 70kg
耐食性 ◎ △
汎用性 ◎ ◎

保守点検
◎

基本オイル補充のみ
△

定期的なOH必要

機器寿命 8年程度 3～6年程度
維持管理費 ◎ ○

◎ ○

選定基準

主要部仕様

判定

水中ポンプ（3.7ｋWの例）

※3.7kw以下の水中ポンプに採用
インペラ(強化樹脂)

シャフト(チタン製)

ケーシング
(強化樹脂)

塩化物イオンが多く
含まれる浸出水中で
の耐食性に優れる

インペラ(耐海水仕様鋳鉄)

シャフト
(SUS420J2)

ケーシング
(FC200)

モーターシャフトに対して
電位が若干低い素材を採用
しシャフトの電蝕を防ぐ



浸出水処理施設については以下の項目を配慮し実施しました。
① 性能発注方式にて示された要求性能を満たす設計を実施しました。
② 技術提案で提示された内容を精査し施設を計画しました。
③ 地盤の調査・確認を十分に行い適切な支持力の地盤の上に施設を計画しました。
④ 先行開業後安全に施設運用と第２調整槽の工事が出来る様に配置と仮設を計画しま
した。
⑤ 非常時を想定した対応を十分検討し、二次災害が無く運転が再開出来る対応フロー
を計画しました。
⑥ 浸出水の特性を精査し長寿命化を念頭に置いた設備を計画しました。
⑦ 維持管理動線と見学が安全に出来るような配置を計画しました。

４. まとめ
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浸出水処理施設完成イメージ図
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